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村
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が

２
月
10
日
、村
営
く
の
へ
ス
キ
ー

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
村
内
小

中
学
生
33
人
が
参
加
し
、
栄
冠

を
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ー

ス
に
お
い
て
、
男
女
学
年
別
に

分
か
れ
て
１
本
の
タ
イ
ム
で
競

わ
れ
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
、
恐
怖
心
を
抑
え
自
分

の
心
を
強
く
保
ち
、
果
敢
に
旗

門
を
攻
め
て
い
ま
し
た
。
選
手

は
周
囲
の
声
援
を
背
に
受
け
な

が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、
上
位

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称

略
）

【
男
子
】

■
小
学
校
１
年

①
髙
岡
哲
平
（
伊
保
内
）

②
東
井
柚
仁
（
戸
田
）

③
山
本
悠
人
（
同
）

■
同
２
年

①
関
端
永
真
（
伊
保
内
）

■
同
３
年

①
古
舘
明
澄
（
長
興
寺
）

②
下
條
道
凛
斗
（
江
刺
家
）

③
上
柿
大
晟
（
同
）

■
同
４
年

①
福
田
悠
斗
（
戸
田
）

②
髙
岡
直
太
朗
（
伊
保
内
）

③
山
地
堺
斗
（
山
根
）

■
同
５
年

①
松
澤
來ら

い

也や

（
伊
保
内
）

②
下
條
道
悠ゆ
う

來き

（
江
刺
家
）

③
七
戸
祐
太
（
同
）

■
同
６
年

①
田
澤
優
成
（
山
根
）

②
七
戸
和
人
（
江
刺
家
）

③
安
堵
城
優
豪
（
戸
田
）

■
中
学
校

①
森
太
久
斗
（
２
年
）

②
林
竜
太
郎
（
１
年
）

【
女
子
】

■
小
学
校
１
年

①
安
堵
城
心
々
花
（
戸
田
）

■
同
２
年

①
七
戸
友
利
乃
（
江
刺
家
）

■
同
３
年

①
坂
本
桜
凛
（
長
興
寺
）

■
同
４
年

①
古
舘
心み

伽か

（
同
）

■
同
５
年

①
宮
川
知
優
良
（
伊
保
内
）

②
古
舘
愛
佳
（
長
興
寺
）

③
橋
山
楓
香
（
戸
田
）

■
同
６
年

①
坂
本
星き

ら
り凛
（
長
興
寺
）

己に挑戦し果敢に攻める森太久斗君

小
学
校
３
年
男
子
の
表
彰
式

小
学
校
５
年
女
子
の
表
彰
式

小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

果
敢
に
攻
め
己
に
挑
戦

果
敢
に
攻
め
る
坂
本
桜
凛
さ
ん

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
関
端
永
真
君
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叙
勲
受
章
記
念
祝
賀
会
が
２

月
12
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
か

ら
叙
勲
を
受
章
し
た
７
人
の
功

績
を
た
た
え
、
受
章
者
を
祝
福

し
ま
し
た
。

受賞者の皆さん。左から栗谷川初男さん、故白梅勝太郎さんの長男、上柿榮さん、古舘巖さん

　

受
章
者
７
人
の
内
、
４
人
が

出
席
し
こ
れ
ま
で
の
活
躍
を
関

係
者
か
ら
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

五
枚
橋
久
夫
村
長
は
「
献
身
的

な
郷
土
愛
、
不
断
の
努
力
に
対

し
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
も
豊
富
な
経
験
、
知
識
を

生
か
し
て
後
進
の
指
導
を
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
受

章
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
招
待
さ
れ
た
叙
勲
受

章
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
岩
部
茂

　
旭
日
双
光
章

■
栗
谷
川
初
男

　
瑞
宝
双
光
章

■
故
平
中
実
雄

　
旭
日
単
光
章

■
杉
村
勇
吉

　
旭
日
双
光
章

■
故
白
梅
勝
太
郎

　
旭
日
単
光
章

■
上
柿
榮

　
瑞
宝
双
光
章

■
古
舘
巖

　
旭
日
双
光
章

　
２
月
４
日
、
村
づ
く
り
推
進
の

つ
ど
い
が
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
村
民
憲
章
推
進
関
係
者
な
ど

が
参
加
し
今
後
の
村
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
を
深
め
ま
し
た
。

　
宇
堂
口
村
民
憲
章
推
進
実
践
協

議
会
の
田
村
千
世
子
さ
ん
が
花

い
っ
ぱ
い
運
動
に
つ
い
て
事
例
発

表
。
花
の
丈
や
彩
り
、
配
列
を
考

え
き
れ
い
に
見
え
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
る
点
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
久
慈
市
地
域
づ
く
り
振
興
課
の

宇
堂
口
実
践
区
の
花
壇

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
宇
堂
口
実
践
区

（
田
村
千
世
子
さ
ん
）

花
い
っ
ぱ
い
で
明
る
い
村
へ

二
又
壽と
し

大ひ
ろ

係
長
が
久
慈
市
の
ふ
る

さ
と
未
来
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
受

賞
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　
宇
堂
口
実
践
区

■
優
秀
賞

　
戸
田
元
村
上
実
践
区

　
丸
木
橋
実
践
区

■
優
良
賞

　
瀬
月
内
実
践
区

　
細
屋
実
践
区

みんなで記念撮影
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村
民
読
書
の
日
が
２
月
11
日
、

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
村
教
育
委
員
会
で
は
村
民

が
読
書
に
親
し
む
機
会
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
、
４
年
前
か
ら

読
書
の
日
を
設
定
し
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
ち

の
へ
未
来
ネ
ッ
ト
の
平
間
恵
美

代
表
理
事
が
、
絵
本
と
こ
ど
も

世
界
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

平
間
さ
ん
は
子
ど
も
に
読
み
聞

か
せ
す
る
際
に
お
薦
め
の
本
を

取
り
上
げ
、
実
際
に
読
み
聞
か

せ
方
法
を
実
演
し
ま
し
た
。
子

ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
は
教
育

上
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
と
一

緒
に
読
書
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
、

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
２
階
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
子
ど
も

に
お
薦
め
の
本
が
並
べ
ら
れ
、

華
や
か
に
展
示
さ
れ
た
本
が
来

場
者
を
本
の
世
界
へ
い
ざ
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
民
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

特
別
賞
に
輝
い
た
２
人
が
作
品

を
朗
読
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
村
長
賞

和
田
心み

花は
な
（
山
根
小
５
年
）

■
教
育
長
賞

野
辺
地
弘
（
江
刺
家
小
２
年
）

■
優
秀
賞

日
向
瑠
（
山
根
小
３
年
）

尾
友
快
晟
（
九
戸
中
３
年
）

畠
山
愛
麗
（
伊
保
内
高
１
年
）

■
入
選

中
橋
秀
優
（
戸
田
小
１
年
）

釜
石
佳
吾
（
山
根
小
１
年
）

林
勇
希
（
江
刺
家
小
３
年
）

村長賞の和田心花さん

滝
谷
新さ

蕾ら

（
同
４
年
）

小
枝
結ゆ

珠ず

姫き

（
同
５
年
）

斉
藤
那
歩
（
伊
保
内
小
６
年
）

橋
本
唯
生
（
九
戸
中
１
年
）

櫻
庭
美
穂
（
伊
保
内
高
３
年
）

■
佳
作

山
本
柚
花
（
戸
田
小
２
年
）

小
枝
愛
和
（
江
刺
家
小
１
年
）

古
舘
明
澄
（
長
興
寺
小
３
年
）

大
畑
龍
斗
（
伊
保
内
小
４
年
）

坂
本
星き
ら
り凛
（
長
興
寺
小
６
年
）

田
澤
優
成
（
山
根
小
６
年
）

小
笠
原
苺
（
九
戸
中
１
年
）

日
野
澤
さ
く
ら
（
同
３
年
）

秋
元
星
良
（
伊
保
内
高
３
年
）

教育長賞の野辺地弘君

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に

展
示
さ
れ
た
お
薦
め
図
書

本
に
親
し
み
心
豊
か
に

　

村
で
は
、
若
者
定
住
促
進
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

現
在
、
村
外
に
住
ん
で
い
る
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
戸
数

○
戸
田
若
者
定
住
促
進
住
宅

（
木
造
平
屋
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
…
１
棟

○
長
興
寺
若
者
定
住
促
進
住
宅

（
同
）
…
２
棟

※
入
居
時
期
は
平
成
30
年
４
月

上
旬
で
す
。

■
家
賃
（
１
カ
月
分
）

○
夫
婦
の
み　
　
４
万
円

○
１
子
を
扶
養　
３
万
５
千
円

○
２
子
を
扶
養　
３
万
円

○
３
子
を
扶
養　
２
万
円

■
入
居
期
間

10
年
間
（
延
長
し
て
15
年
間
）

■
入
居
資
格

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
配
偶
者
が
あ
り

（
※
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）、
40
歳
以
下
の
者
で

構
成
す
る
世
帯
。

②
将
来
に
わ
た
り
九
戸
村
に
居

住
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

③
国
税
・
地
方
税
な
ど
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅

を
必
要
と
す
る
者
。

⑤
定
め
ら
れ
た
家
賃
お
よ
び
敷

金
を
支
払
う
能
力
が
あ
る
者
。

※
入
居
の
際
に
は
、
敷
金
（
家

賃
３
カ
月
分
）
と
連
帯
保
証
人

１
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

２
月
28
日
（
水
）
～
３
月
14
日

（
水
）（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

若
者
住
宅
入
居
者
を
募
集
！！

長興寺若者定住促進住宅
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３
月
は
県
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　
全
国
に
お
い
て
、
１
年
間
で
３
万
人
近
く
の
人
が
自
死
し

て
お
り
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
県
は
自
殺
死

亡
率
が
全
国
上
位
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
本
村
は
高
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
あ
な
た
や
身
近
な
人
に
心
当

た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か

○
自
分
自
身
に
つ
い
て

⃝
理
由
も
な
く
悲
し
い
、
ゆ
う

う
つ
に
な
る

⃝

疲
れ
や
す
い
、
何
も
す
る
気

が
し
な
い

⃝

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と

は
思
え
な
い

⃝

今
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
こ
と

が
楽
し
め
な
い

⃝

な
か
な
か
寝
付
け
な
い
、
夜

中
に
目
が
覚
め
た
後
眠
れ
な
い

■
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
声

を
掛
け
ま
し
ょ
う

　

悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、

ま
ず
は
声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ

う
。
励
ま
し
や
意
見
よ
り
も
、

そ
ば
に
寄
り
添
っ
て
真
剣
に
話

を
聴
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
悩
み

事
は
な
か
な
か
他
人
に
は
打
ち

明
け
に
く
い
も
の
。
あ
な
た
の

ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
が
、
そ
の

人
に
話
す
き
っ
か
け
を
与
え
ま

す
。

【
悩
ん
で
い
る
人
を
支
え
る
ポ
イ

ン
ト
】

気
づ
き
…
変
化
に
気
づ
き
、
声

を
掛
け
る

傾
聴
…
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

し
、
耳
を
傾
け
る

つ
な
ぐ
…
専
門
家
へ
の
相
談
を

勧
め
る
、
適
切
な
機
関
へ
つ
な

ぐ見
守
り
…
温
か
く
寄
り
添
い
な

が
ら
見
守
る

■
問
い
合
わ
せ

村
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線

１
２
２・１
２
３
）

■
自
殺
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
で

　

自
殺
に
傾
く
人
は
何
ら
か
の

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
た
ち
が

そ
の
サ
イ
ン
に
気
付
く
こ
と
が

自
殺
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

○
身
近
な
人
に
つ
い
て

⃝

表
情
が
暗
く
、
元
気
が
な
い

⃝

体
調
不
良
を
訴
え
る
こ
と
が

増
え
た

⃝

人
付
き
合
い
を
避
け
る
よ
う

に
な
っ
た

⃝

遅
刻
や
欠
勤
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た

⃝

趣
味
や
外
出
を
し
な
く
な
っ

た

⃝

飲
酒
量
が
増
え
た

■
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め

に
　
心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
ず
上
手

に
発
散
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
う
つ
病
は
早
め
に
適
切

な
治
療
を
す
れ
ば
回
復
す
る
場

合
も
多
い
の
で
、お
か
し
い
な
？

と
感
じ
た
ら
早
め
に
病
院
や
相

談
機
関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

自殺死亡率（2008年～2012年）

九戸村

二戸管内

岩手県

全　国
0 20 40 60 人

男
女

51.551.5
人口 10 万人当たり人口 10 万人当たり

17.917.9

男
女

38.838.8
13.413.4

男
女

41.741.7
14.014.0

男
女

34.434.4
12.912.9

■
自
殺
は
多
く
の
人
に
影

響
が
あ
り
ま
す

　
一
人
が
自
殺
し
た
場
合
、

少
な
く
と
も
周
囲
の
５
人

か
ら
10
人
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
残
さ
れ
た
人
の
悲

し
み
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後

ス
ト
レ
ス
障
害
）
な
ど
こ

こ
ろ
の
病
に
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
殺
は
本
人
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
人
達
に
影
響
す
る

問
題
な
の
で
す
。

■
心
の
病
気
に
注
意
を

　

自
殺
し
た
と
き
に
何
ら
か
の

精
神
疾
患
を
患
っ
て
い
た
人
は

８
割
で
、
中
で
も
う
つ
病
だ
っ

た
人
の
割
合
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
眠
れ
な
い
、

食
欲
が
な
い
、
体
が
だ
る
い
と

い
っ
た
症
状
も
、
心
の
疲
れ
か

ら
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、
自
殺
を
防
ぐ
上
で
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい

かんじきを履いて校庭前を歩く戸田小児童

ケツゾリし、雪遊びに歓声を上げる戸田小児童

雪上に元気に駆け出しました

戸田小学校でかんじき体験
白銀の世界に歓声
　戸田小学校で2月５日、かんじき体験が行われました。村
山友会の指導を受けながら全校児童46人が参加。４年生以
下と５年生以上の２班に分かれて、雪上散歩を楽しみました。
児童たちは、村山友会の手ほどきを受けながらかんじきを履
き、銀世界に染まる校庭に駆け出し、歓声を上げて雪遊びを
満喫していました。約４㍍ある丘の上からのケツゾリでは、
友達と一緒にはしゃぎながら雪とのたわむれを楽しんでいま
した。番澤藍子さん（１年）は「初めて体験して歩くのが難
しかったが、ケツゾリは面白かった」と笑顔でした。

旧暦正月に江刺家神楽を門打ち
70年ぶりに復活
　新山神社・江刺家神楽保存会では２月４日、江刺家地区の
家を回り門打ちを行いました。戦前には行っていたと思われ
る門打ちを70年以上の時を経て復活。２班に分かれて江刺家
上・下地区の約100戸を回り神楽を舞い、旧暦の正月を迎え
た住民の無病息災、家内安全を祈願しました。小井田重雄会
長は「戦前はやっていたと思われる門打ちを復活させること
ができて良かった。地域からも喜ばれうれしい。これからも
継続させていきたい」と意欲を見せていました。 暗闇の中で鮮やかな光を奏でるたいまつ滑走

くのへスキー場でナイター感謝デー
たいまつの光に感嘆の声
　２月３日、村営くのへスキー場でナイター感謝デーが行わ
れました。午後４時からリフト・ロープトウが無料開放され、
来場者が一夜限りの特別な日を満喫し、思う存分滑りを堪能
していました。スノーモービルの乗車体験では、白銀のキャ
ンバスを勢い良く走り抜けていました。九戸政実武将隊も駆
け付けイベントを盛り上げ、餅つきや豆まきも開催し、来場
者へお菓子を振る舞っていました。営業終了後にはたいまつ
滑走が行われ、淡い赤色が暗闇に浮かび上がると、待ってい
た人からは感嘆の声が上がっていました。

江刺家地区の家を回り、門打ちをする江刺家神楽保存会の皆さん
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雪に親しみ、約４㍍ある丘の上から

雪上に元気に駆け出しました

上句が読まれると素早く札を取りにいく参加者

ふるさと山根カルタ大会
九戸文化に思い馳せ
　１月24日、山根集落センターでふる
さと山根カルタ大会が行われました。山
根小学校児童14人と地域住民15人が参
加し、九戸カルタを使ってカルタを楽し
みました。６チームに分かれ１チーム５
人で枚数を競いました。３試合を実施し、
合計得点で優勝を競いました。児童から
地域住民、老人クラブの皆さんも一緒に
なり、１回ごとに歓声を上げて一喜一憂
していました。参加者は九戸村のゆかり
のある題材に、地域文化に思いを馳せな
がらカルタを楽しんでいました。

約４㍍の恵方巻きを作る戸田保育園園児

戸田保育園で豆まき会
良い鬼と恵方巻き作り
　２月２日、戸田保育園において、節分行事豆まき会が行わ
れました。、園児33人が施設内に潜んでいる悪い鬼を倒そう
と、いり豆を投げていると、ホールに突然赤鬼が登場。園児
たちは驚きながらも、「鬼はー外、鬼はー外」と元気な声で赤
鬼にいり豆を投げつけ、鬼を外に追いやりました。その後、ホー
ルで遊んでいると、今度は良い鬼と呼ばれる優しい鬼が登場。
ドッジボールや鬼ごっこをして良い鬼と一緒に遊びました。
さらに、良い鬼と一緒に恵方巻き作りに挑戦。約４㍍の長さ
の恵方巻きを２本作り上げ、おいしそうに食べていました。

地域福祉懇談会
支え合う村づくりへ
　村では地域福祉計画の策定を進めるに当たり、１月22日～
27日の間で４日間、各地区で地域福祉懇談会を開催しました。
地域福祉活動の基盤づくりを進めるためのきっかけにしよう
と、地域住民が参加して安心して暮らせるまちづくりについ
て意見を交わしました。班ごとに分かれて支え合いや助け合
いの村づくりについて意見を出し合い、それぞれの班の意見
を発表しました。

地域福祉計画案の説明を受ける参加者
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み ん な の 広 場

　
大
崎
ト
シ
さ
ん
（
長
興
寺
上
）

が
２
月
10
日
に
１
０
１
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
、
家
族
と
一
緒
に

お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
五
枚
橋

久
夫
村
長
が
自
宅
を
訪
問
し
、

花
束
と
長
寿
祝
い
金
を
手
渡
し

祝
福
。
大
崎
さ
ん
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
21
年
間
通
い
、
今
で
も

継
続
し
て
い
て
、
通
う
の
が
楽

し
み
だ
そ
う
で
す
。「
孫
に
も
恵

ま
れ
大
事
に
さ
れ
、
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
て
幸
せ
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

大
崎
ト
シ
さ
ん
１
０
１
歳
祝
福

　

第
20
回
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
競
技
は
１
月
19
日
、
村
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
山
根
、荒
谷
、伊
保
内
上
、

長
興
寺
の
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

リ
ー
グ
戦
に
て
優
勝
を
争
い
ま

し
た
。
屋
外
で
は
雪
が
し
ん
し

ん
と
舞
う
肌
寒
い
中
、
選
手
た

ち
は
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
競

技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
競

技
の
結
果
、
優
勝
は
長
興
寺
、

２
位
は
荒
谷
、
３
位
は
伊
保
内

上
と
な
り
ま
し
た
。

村
長
杯   

長
興
寺
に
栄
冠

　

村
交
通
安
全
祈
願
祭

が
１
月
４
日
、
村
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

村
交
通
安
全
関
係
者

や
村
民
約
60
人
が
参
加

し
、
新
年
を
迎
え
神
事

を
執
り
行
い
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
し
ま

し
た
。
昨
年
、
村
内
で

は
飲
酒
運
転
の
検
挙
者

死亡事故ゼロを祈願も
出
て
お
り
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
と
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
継

続
を
祈
り
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の

継
続
を
祈
願

　

オ
ド
デ
塾
ふ
れ
あ
い
演
芸

ま
つ
り
が
３
月
11
日
、
江
刺

家
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
す
。

■
日
時

　
３
月
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜

■
場
所

　
江
刺
家
小
学
校
体
育
館

■
問
い
合
わ
せ
　
オ
ド
デ
塾

事
務
局
・
小
井
田
（
☎
０
９
０

‐
６
２
２
０
‐
１
８
７
３
）

作戦を練りながら競技を進めていました

１
０
１
歳
を
祝
福
さ
れ
る

大
崎
ト
シ
さ
ん
（
前
列
中
）

昨
年
の
オ
ド
デ
塾

ふ
れ
あ
い
演
芸
ま
つ
り

オ
ド
デ
塾
ふ
れ
あ
い
演
芸
ま
つ
り

１歳のお誕生日おめでとう☆

千葉　叶
か

歩
ほ

子
こ

ちゃん

３月20日生まれ／次女／南田

（父）暢
のぶ

威
たけ

さん（母）真弓さん

「心も体も大きく育ってね！」
家族一同より

笹木　夢
ゆ

那
な

ちゃん

３月29日生まれ／長女／瀬月内
（父）康智さん（母）ちはるさん

「夢のある元気な子になってね !!」
パパ・ママより
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風
呂
吹
き
に
室
よ
り
出
し
て
大
根
煮
る

老
骨
に
元
気
を
も
ら
う
黒
酢
納
豆

八
十
路
に
て
初
め
て
な
り
し
霜
焼
け
に

又
一
人
友
の
訃
報
や
余
寒
な
お

じ
っ
く
り
と
焼
い
て
味
わ
う
酒
の
粕

高
島
ふ
み
女

こ
の
凍
れ
煌き

ら

め
く
星
座
峡
眠
る

薬
味
添
え
糸
引
き
納
豆
杯
す
す
む

大
根
は
肉
も
魚
も
染
み
て
慈
味

凍
れ
込
む
週
間
予
報
的
中
し

娑し
ゃ

婆ば

っ
気
で
余
生
る
ん
る
ん
日
脚
伸
ぶ渡　

　

赤
藤

ジ
ャ
ン
プ
台
足
踏
み
続
く
凍
れ
か
な

大
根
の
白
際
立
ち
し
料
理
か
な

昔
は
と
母
の
口
ぐ
せ
寒
の
雨

ど
の
屋
根
も
氷
柱
短
き
今
年
か
な

菅
野　

岑
子

噛
み
合
は
ぬ
心
抱
き
て
枯
木
道

篠
笛
や
木
の
葉
は
ら
は
ら
降
り
し
き
る

い
さ
ば
や
の
女
着
ぶ
く
れ
威
勢
よ
く

柿
熟
る
る
土
蔵
の
窓
の
半
開
き

冬
部　

雪
女

か
ら
凍し

ば

れ
雲
は
ど
っ
か
と
居
座
り
し

守
り
継
ぐ
家
伝
の
味
や
大
根
漬
け

浅
春
の
庵
に
ひ
と
日
を
句
三
昧

笑
顔
に
は
笑
顔
で
応
へ
る
四
温
か
な

や
や
日
脚
伸
び
し
安
堵
の
小
買
物

田
村　

畦
畔

舘
村　

青
村

縮
こ
ま
る
五
臓
六
腑ぷ

や
夕
凍
れ

仏
書
史
書
俳
三
昧
や
春
こ
た
つ

豪
快
に
シ
ュ
プ
ー
ル
描
い
て
ス
キ
ー
ヤ
ー

歓
声
の
体
育
館
や
冬
銀
河

【
一
月
席
題
詠
よ
り
】

熱
々
や
指
の
先
ま
で
根
深
汁　
　
　
　

（
赤　

藤
）

初
場
所
や
話
題
の
多
き
年
と
な
り

馬
の
合
う
友
の
訃
報
や
年
新
た　
　
　

（
ふ
み
女
）

百
余
通
賀
状
手
中
に
こ
の
至
福

初
場
所
や
相
撲
も
天
気
も
大
荒
れ
で　

（
畦　

畔
）

新
雪
を
踏
ん
で
妻
と
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ひ
と
握
り
程
の
幸
せ
年
新
た　
　
　
　

（
雪　

女
）

生
え
初
め
し
前
歯
二
本
や
初
笑
い

ひ
と
つ
老
ひ
心
新
た
に
初
句
会　
　
　

（
青　

村
）

初
場
所
や
波
瀾
含
み
の
相
撲
界

む
ら
の
文
芸

第
３
５
８
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

片か

た

岸ぎ

し 

梅う

め

吉き

ち

さ
ん

大
正
14
年
６
月
12
日
生
・
92
歳
（
戸
田
下
）　

18
歳
で
チ
ヨ
さ
ん
と
結
婚
。
子
ど
も

２
人
に
恵
ま
れ
、
農
業
を
生
業
と
し
、

小
麦
や
大
豆
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
歌
や
踊
り
が
好
き
で
、

民
謡
を
聞
き
な
が
ら
踊
っ
て
い
る
よ
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
一
人
暮
ら
し

で
全
部
自
分
で
し
て
い
る
こ
と
だ
ね
。

◆
好
き
な
言
葉
は
？　
「
人
を
助
け
わ

が
身
を
助
く
」。
人
の
た
め
に
し
て
き

た
こ
と
が
自
分
の
糧
に
な
っ
て
る
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
18
歳
か
ら
２

年
半
出
兵
し
た
と
き
の
恐
怖
は
今
で
も

覚
え
て
い
る
よ
。

桂
か
つ
ら

川
か

わ 

味み

加か

さ
ん

33
歳
・
南
田

　

平
成
20
年
に
忍
さ
ん
と
結
婚
し
、
子
ど

も
２
人
に
恵
ま
れ
、
昨
年
に
は
美
容
室

M

ミ
ー

iiii  hair  room

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

◆
趣
味
は
？　
長
女
結
月
さ
ん
が
や
っ
て

い
る
ミ
ニ
バ
ス
を
応
援
す
る
こ
と
で
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
夏
は
キ
ャ
ン
プ
、
冬

は
わ
か
さ
ぎ
釣
り
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
出

掛
け
る
こ
と
が
好
き
で
す
ね
。

◆
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？　
美
容
室
で

サ
ー
ビ
ス
を
増
や
し
、
お
店
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
家
族
や
友
人
と
旅
行

に
行
き
た
い
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。
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戸
の
兄
弟
の
ま
ち
ス

キ
ー
交
流
会
が
１
月
27
日
、

村
営
く
の
へ
ス
キ
ー
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
六
戸
町

か
ら
小
中
学
生
10
人
、
村

内
か
ら
小
学
生
36
人
を
含

め
、
合
計
74
人
が
ス
キ
ー

を
通
じ
た
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
初
心
者
、
初

級
、
中
級
な
ど
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
白
銀
の
世
界
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で

ス
キ
ー
を
し
た
こ
と
の
な
い
六

戸
町
の
子
ど
も
も
、
短
時
間
で

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
雪
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
山
友
会
の
協
力
を

得
て
、
か
ん
じ
き
体
験
を
実
施
。

ロ
ッ
ジ
ペ
チ
カ
の
脇
を
か
ん
じ

き
を
履
い
て
歩
き
、
お
し
り
で

滑
る
ケ
ツ
ゾ
リ
も
し
て
、
雪
と

た
わ
む
れ
る
ひ
と
と
き
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

六
戸
町
と
ス
キ
ー
交
流

白
銀
の
世
界
を
思
う
存
分

満
喫
す
る
参
加
者

　

望
ま
し
い
教
育
環
境
基
本
計

画
（
案
）
が
策
定
さ
れ
、
１
月

26
日
〜
２
月
２
日
に
か
け
て
、

地
区
ご
と
に
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
教
育
委
員
会
漆
原

一
三
教
育
長
を
は
じ
め
、
教
育

委
員
会
職
員
が
計
画
案
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

学
校
再
編
の
計
画
は
平
成
30

年
度
か
ら
平
成
34
年
度
の
５
年

間
を
予
定
。
村
内
５
つ
の
小
学

校
を
統
合
し
、
九
戸
中
学
校
の

敷
地
内
に
小
学
校
を
新
築
す
る
。

施
設
一
体
型
校
舎
に
よ
る
小
中

一
貫
教
育
を
導
入
す
る
。
平
成

34
年
度
か
ら
新
校
舎
で
小
中
一

貫
教
育
が
導
入
で
き
る
よ
う
に

計
画
を
進
め
る
こ
と
、
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、
一

体
型
施
設
で
の
校
庭
の
利
用
に

つ
い
て
や
体
育
館
の
使
用
方
法

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

望
ま
し
い
教
育
環
境
基
本
計
画
案

に
つ
い
て
住
民
へ
説
明

小
学
校
を
再
編
し
小
中
一
貫
に

　

二
戸
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

九
戸
大
会
・
村
教
育
振
興
運
動

集
約
集
会
が
１
月
28
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

二
戸
管
内
の
小
中
学
校
保
護
者

な
ど
が
参
加
し
、
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
に
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
れ
し
野
こ

ど
も
図
書
室
理
事
長
の
髙
橋
美

知
子
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
へ

読
み
聞
か
せ
を
し
て
い

る
活
動
な
ど
を
講
演
し

ま
し
た
。

　

実
践
発
表
で
は
九
曜

塾
の
活
動
を
紹
介
。
村

内
の
自
然
や
文
化
の
体

験
活
動
を
通
し
て
、
次

代
を
担
う
た
く
ま
し
い

九
戸
っ
子
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
活

動
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

教
育
振
興
運
動
に
貢

献
し
た
人
へ
表
彰
状
が

贈
ら
れ
、
村
内
か
ら
表

彰
さ
れ
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

■
二
戸
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
表
彰

《
団
体
》

長
興
寺
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

《
個
人
》

関
口
憲
国
（
戸
田
小
）

二戸地区PTA研究大会
健全育成に理解深める

田
澤
秀
行
（
山
根
小
）

和
田
誠
（
同
）

平
糠
秋
男
（
九
戸
中
）

■
村
教
育
振
興
運
動
功

労
者
表
彰

《
団
体
》

村
山
友
会

《
個
人
》

馬
場
俊
満
（
戸
田
小
）

齋
藤
誠
一
（
同
）

久
保
田
哲
也
（
山
根
小
）

山
下
辰
也
（
伊
保
内
小
）

髙
崎
德
雄
（
長
興
寺
小
）

下
川
原
光
彦
（
九
戸
中
）

■
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
功

労
者
表
彰

《
個
人
》

三
春
寿
一
（
伊
保
内
小
）

大
谷
千
香
子
（
山
根
小
）

七
戸
明
宏
（
江
刺
家
小
）

大
崎
淳
（
長
興
寺
小
）

上
宿
当
（
九
戸
中
）

江刺家神楽を演じた九戸中３年生
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

Books ❖ 今月のお薦め図書

学 校中戸九

高

校

内

保

伊

　この本は君が自信を持っ
て何かをやるための本で
す。
　どうせ無理の呪文を跳ね
返したから、僕は自信を奪
われなかった。夢を壊され
ずに、宇宙ロケットを作る
ことができた。君にも夢を
叶えてほしい。

「どうせ無理」と思っている君へ
梅松　努　著／ＰＨＰ研究所

女の子が生きていくときに、覚えて
いてほしいこと  西原　理恵子　著／角川書店

マルカン大食堂の奇跡
北山　公路　著／双葉社

　花巻市の老舗マルカン百
貨店が閉店。このニュース
は全国のファンに激震が走
った。580席もあるマルカン
大食堂の人気メニュー25㎝
特大ソフトクリームをこよ
なく愛する地元高校生たち
の署名活動により復活した、
マルカン大食堂奇跡物語。

　大切な時間を、ネット
ばかり見て無駄にしてい
ませんか。
　どうすれば池上氏や佐
藤氏のように自分の力で
世の中を読み解くことが
できるのか。二人の知の
源泉を知り、自分なりの
技法を磨いてほしい。

僕らが毎日やっている最強の
読み方  池上彰・佐藤優　著／東洋経済新報社

　
　

九
戸
中
学
校
で

１
月
30
日
、
新
応
援

団
幹
部
紹
介
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
応

援
団
は
、
こ
の
日
に

向
け
て
12
月
か
ら
練

習
を
積
み
重
ね
特
訓

を
続
け
て
き
ま
し

た
。
伝
統
あ
る
九
戸

中
の
手
振
り
を
先
輩

か
ら
後
輩
へ
と
正
確

に
受
け
継
が
れ
、
先

輩
や
全
校
生
徒
か
ら

認
め
ら
れ
る
応
援
団

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
生
徒
も
、
応
援

団
を
支
え
る
か
の
よ
う
に
大
き

な
声
を
出
し
、
全
校
生
徒
が
一

応援団を先輩から後輩へ

つ
に
な
っ
た
と
感
じ
る
紹
介
式

と
な
り
ま
し
た
。
体
育
祭
な
ど

で
新
応
援
団
が
活
躍
し
て
い
る

姿
を
見
か
け
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

伊
保
内
高
等
学
校
３
年
生
33

人
は
３
月
１
日
、
卒
業
の
日
を

迎
え
ま
す
。

　

こ
の
一
カ
月
ほ
ど
は
、
学
年

末
考
査
を
終
え
、
各
自
の
進
学
・

就
職
準
備
や
、
自
動
車
学
校
通

学
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
登
校

日
が
限
ら
れ
、
学
校
の
雰
囲
気

も
何
か
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。

本
年
度
の
３
年
生
は
元
気
な
子

が
多
か
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
先
輩
と
し
て
の
存
在
が

３
学
年
長　

鶴
嶋　

広
喜

生
徒
主
催
の
運
動
会学

校
全
体
に
安
心
感
を
も
た
ら

し
て
い
た
も
の
と
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
進
路
決
定
ま
で

忙
し
い
日
々
で
し
た
の
で
、
３

年
生
全
体
で
思
い
出
に
残
る
こ

と
を
し
よ
う
と
、
生
徒
た
ち
自

身
に
全
て
の
運
営
を
任
せ
て
１

月
に
３
学
年
運
動
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
行
事
と

い
う
意
識
で
、
企
画
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
づ
く
り
、
運
営
に
協
調

性
を
発
揮
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
３
年
生
の
最
後

に
さ
ら
に
学
年
が
一
つ
に
ま
と

ま
っ
た
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

　これから世の中に出て
行く女の子に、立派な言
葉はいくらでもあるけ
ど、本当に覚えてほしい
のは、転んだ時の立ち上
がり方。長い人生何度も
転ぶ。その時に腐らずに
立ち上がる方法。どうか
覚えてほしい。

卒業式を迎える３年生33人

※2018年若い人に贈る本より

いてほしいこと  

※2018年若い人に贈る本より

新応援団の紹介式



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

12

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　
３
月
１
日
～
８
日
は
女
性
の
健
康
週

間
で
す
。
今
回
は
特
に
女
性
に
気
を
付

け
て
ほ
し
い
骨
粗
鬆し
ょ
う症
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
が
不
足
し
て

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
骨
強
度
が
低

下
し
て
骨
折
し
や
す
く
な
る
状
態
を
骨

粗
鬆
症
と
い
い
ま
す
。
骨
密
度
は
女
性

の
場
合
18
歳
こ
ろ
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、

40
歳
代
ま
で
は
ほ
ぼ
一
定
を
保
ち
ま
す

が
、
50
歳
代
か
ら
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
骨
密
度
を
維
持
す
る
働
き
の
あ

る
女
性
ホ
ル
モ
ン（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）が
、

骨
粗
鬆
症
に
注
意
を

　
　
　
　
　
（
保
健
師　
横
井　
信
香 

）

加
齢
や
閉
経
に
伴
い
分
泌
量
が
減
少
す

る
か
ら
で
す
。

　

骨
は
一
度
生
成
さ
れ
る
と
そ
の
後
は

変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

古
く
劣
化
し
た
骨
は
新
し
い
骨
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
生
活
習

慣
を
改
め
、
骨
量
を
維
持
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。

■
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
禁
物
！
適
度

に
運
動
を

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
栄
養
不
足
は
骨

密
度
を
減
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
量

が
少
な
い
人
も
要
注
意
。
骨
は
負
担
が

か
か
る
ほ
ど
骨
を
作
る
細
胞
が
活
発
に

な
る
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
、

家
事
な
ど
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

■
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
・
Ｅ
を

上
手
に
取
ろ
う

　

牛
乳
や
小
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
は
、
骨
の
材
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
魚
な
ど
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
、
納

豆
や
野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は

骨
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

■
１
日
30
分
程
日
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
は
、
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で

体
内
で
も
作
ら
れ
ま
す
。
１
日
30
分
程

浴
び
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
骨
密
度
を
測
定

で
き
ま
す
。

　

自
分
の
骨
密
度
の

状
態
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
骨
密
度
測
定

器
を
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

測
定
と
結
果
説
明
で

約
15
分
で
す
。
測
定
を
希
望
す
る
人
は

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
会
社

な
ど
の
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
全
員
が
加
入

す
る
制
度
で
す
。

　

就
職
し
て
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に

加
入
、
ま
た
は
、
退
職
し
て
離
脱
し
た

と
き
や
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
住

所
や
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
役

場
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
資
格
が
異
動
し
た
ら
届
け
出
を

　

他
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き
や

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
修
学
に
よ
る
特
例
や
対
象
施
設
へ

入
所
し
て
住
所
地
特
例
の
該
当
要
件
を

満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の

旨
の
『
届
け
出
』
と
『
国
保
の
保
険
証

を
返
す
』
手
続
き
が
発
生
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
国
保
の
資
格
が
無
く

な
っ
て
か
ら
も
、
国
保
を
使
用
し
て
保

険
医
療
機
関
を
受
診
す
る
人
が
い
ま

す
。
そ
の
場
合
、
本
来
、
自
分
が
加
入

し
て
い
る
保
険
で
そ
の
給
付
が
行
わ
れ

る
べ
き
で
す
か
ら
、
国
保
が
給
付
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
資
格
を
喪
失
し
て
い
な
い
こ
と
で

国
保
税
も
賦
課
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
国
保

の
資
格
に
異
動
が
生
じ
た
ら
役
場
に
す

ぐ
に
届
け
出
て
正
し
い
保
険
証
を
使
い

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
証
は
大
切
に

　

保
険
証
は
、
保
険
医
療
機
関
を
受
診

す
る
と
き
に
必
要
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万
が
一
、
紛
失
し
た
と
き
に
は
、

役
場
の
窓
口
に
届
け
出
て
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
資
格
が
異
動
し
た
ら
届
け
出
を

■主な異動事由と必要書類
国保に加入するとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転入してきた 転出証明書
会社の健康保険をやめた 会社の健康保険をやめた証明書
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書
国保をやめるとき 持参するもの（印鑑のほかに）
転出するとき 国保の保険証
会社の健康保険に加入した 国保と会社、両方の保険証
その他 持参するもの（印鑑のほかに）
修学のため別に住所を定める 国保の保険証、在学証明書
退職者医療制度の対象になった 国保の保険証、年金証書



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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■
定
期
的
に
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ

う
　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
（
以
下
、
住
警
器
）
が

き
ち
ん
と
働
く
よ
う
に
日
頃
か
ら

作
動
確
認
と
手
入
れ
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

■
電
池
切
れ
に
注
意
。
定
期
的
に

作
動
確
認
を
し
て
音
を
聞
き
ま

し
ょ
う

村内の火災・救急（１月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 ±０件
救 急 24 件 24 件 －１件

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
定
期
的
な
手
入
れ
を

犯
罪
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

申
請
は
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
追
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

村内の交通事故（１月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 ± 0 件
物損事故 9 件 9 件 ＋ 1 件
負 傷 者 0 人 0 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1210日
（１月31日現在）

学
生
納
付
特
例
制
度
あ
り
ま
す

■
声
掛
け
事
案
は
犯
罪
の
前
ぶ
れ

　

平
成
29
年
中
、
岩
手
県
警
察
に
寄
せ

ら
れ
た
子
ど
も
に
対
す
る
声
掛
け
事

案
の
情
報
は
５
１
４
件
で
、
そ
の
内

１
６
３
件
が
小
学
生
を
対
象
と
し
た
も

の
で
し
た
。

　

声
掛
け
事
案
の
多
く
は
下
校
時
間
帯

の
通
学
路
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
車
に
乗
る
よ
う
に
迫
る
、

付
き
ま
と
う
、
無
理
に
手
を
引
く
な
ど

の
行
為
も
あ
り
、
誘
拐
な
ど
凶
悪
事
件

へ
の
発
展
が
心
配
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
ま
す
。

■
不
審
者
情
報
を
知
ろ
う

　

県
警
察
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
、

県
内
で
発
生
し
た
声
掛
け
事
案
に
関
す

る
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
案
の
発
生
日
時
、
場
所
、
行
為
の

内
容
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
の
第
一
歩
と

し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も
が
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
の

合
言
葉
「
い
か
の
お
す
し
」

⃝

知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い

⃝

知
ら
な
い
人
の
車
に
の
ら
な
い

⃝

お
お
ご
え
を
出
す

⃝

す
ぐ
逃
げ
る

⃝

何
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
し
ら
せ
る

≲
保
護
者
へ
≳

　

登
下
校
は
で
き
る
だ
け
複
数
で
行
動

さ
せ
、
外
出
時
に
は
必
ず
行
き
先
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
通
学
路
に
姿
を
見
せ

て
、
登
下
校
中
の
子
ど
も
を
見
守
り
ま

し
ょ
う
。
防
犯
ブ
ザ
ー
の
正
し
い
使
い

方
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
不
審
者
を
見
掛

け
た
り
、
声
掛
け
事
案
に
遭
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ

う
。

　

住
警
器
は
電
池
が
切
れ
る

と
作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。

■
住
警
器
の
交
換
の
目
安

　

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
て
い
る
住
警
器
は
、
本
体

や
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
寿
命
で

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
10
年
を
目

安
に
本
体
の
交
換
を
お
勧
め

し
ま
す
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ３月５日㊊ ３月６日㊋ ３月12日㊊
空 き 缶 ３月19日㊊ ３月20日㊋ ３月26日㊊
粗 大 ご み ３月13日㊋
紙・プラ類 ３月８日㊍ ３月14日㊌ ３月22日㊍

ごみ収集日 ３月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

３ ４ 松井内科医院 33-2201 ３ ４ 國香歯科医院 23-2764

11 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 11 国香歯科医院 23-2223

18 川村医院 23-3252 18 国香歯科医院 23-2223

21 二戸クリニック 25-5770 21 曽根歯科医院 27-3108

25 カシオペア医院 23-3331 25 渡辺歯科医院 23-2052

  自衛官の学生
採用試験実施

　自衛官の学生を募集します。
■資格
　18歳以上
　27歳未満
　の人
■受付期間
　２月22日
　（木）～３月６日（火）
　○試験日
　　３月10日（土）
■受付期間
　３月８日（木）～３月13日（火）
　○試験日
　　３月18日（日）
■申し込み・問い合わせ　自衛隊
岩手地方協力本部二戸地域事務所
（☎23-2529）

  自衛隊二戸地域
事務所を移転

　自衛隊岩手地方協力本部二戸地
域事務所は、１月29日から事務所
を移転しました。
■移転先住所
　二戸市石切所字荷渡６番地１　
　二戸合同庁舎２階
■問い合わせ　自衛隊岩手地方
協力本部二戸地域事務所（☎23-
2529・移転前と変更なし）

  国立大学法人等で
オープンセミナー

　東北地区国立大学法人等職員採
用試験実施委員会では、オープン
セミナーを開催します。
■日時　３月９日（金）
　午後２時～午後４時
■場所　岩手大学
※他日時、他会場あり
■内容　
①職員採用試験の概要
②各大学の概要と業務内容
③先輩職員の体験談
④職員による個別相談会
■その他　ホームページから事前
予約が必要です。
■問い合わせ　東北地区国立大学
法人等職員採用試験実施委員会採
用試験事務室（☎022-217-5676）

  国家公務員試験
税務職員を募集

　仙台国税局では、税務職員（大
学卒業程度）を募集しています。
■受付期間
　インターネット申込：３月30日
（金）～４月11日（水）
■第1次試験日　６月10日（日）
■問い合わせ　仙台国税局人事
第 二 課（ ☎ 022-263-1111 内 線
3236）

  土地家屋の
無料相談会

　土地家屋調査士会では４月１日
表示登記の日を記念して無料相談
を行います。
■日時　４月１日（日）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　二戸市シビックセンター
　　　　１階ミーティングルーム
■相談内容　土地の分筆、合筆、
地目変更、土地や建物の調査測量、
境界問題など
■問い合わせ　県土地家屋調査士
会二戸久慈支部（☎22-1235）



15 広報くのへ●2018（Ｈ30）３月

人のうごき
（平成30 年2日 1日現在）

●人　口　　５，９１１　人  （－１６）

　　男　　　 ２，８４３　人  　（－９）

　　女　　　 ３，０６８　人　  （－７）

●世帯数　　２，１６７世帯　　（＋１）
　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　２　人  　　（２人）

　 転　 出　　 　１２　人 　 （１２人）

　 出　 生　　 　　２　人  　　（２人）

　 死　 亡　　　 　８　人  　　（８人）
（カッコ内は１月からの累計）

スナップくのへ＋ 編集後記
◆広報担当になり６年目。県北地
区でも断トツの長老となりました。
広報は小学校で卒業し、別の場所
も経験してみたいなあと感じてい
ます。◆広報４月号ではどんな異
動発表があるでしょうか？吉報を
期待し待ちたいと思います。（下村）

  岩手県で食品表示
ウォッチャー募集

　県では、平成30年度県食品表示
ウォッチャーを30人募集します。
■活動内容　
●食品の表示状況のモニターと報告
●不適正な食品表示の情報提供
●食品表示に関する研修会への参加
■活動期間　委嘱した日から平成
31年３月31日まで
■応募資格　次のいずれにも該当
する人
●平成30年４月１日現在、満18
歳以上の人
●県内に住んでいる人
■謝金　年額1,500円以内
■申込締切　３月30日（金）
■申し込み・問い合わせ　県庁県民
くらしの安全課（☎019-629-5322）

  国家公務員採用
試験のお知らせ

　人事院では、国家公務員採用総
合職試験および一般職試験を実施
します。申し込みはインターネッ
トにて行ってください。
【総合職試験（院卒者試験・大卒程
度試験）】
■受付期間　３月30日（金）～４
月９日（月）
■第１次試験日　４月29日（日）
【一般職試験（大卒程度試験）】
■受付期間　４月６日（金）～18
日（水）
■１次試験日　６月17日（日）
※詳しい内容については下記へ問
い合わせください。
■問い合わせ　人事院東北事務局
第二課試験係（☎022-221-2022）
または人事院ホームページ（http://
www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

ありがとうございます

ふるさと納税
　先日、ふるさと納税として
２人から寄付をいただきまし
た。寄付金は、住みよい村づ
くりのために
大切に活用さ
せていただき
ます。ありが
とうございま
した。
●峯尾　浩　　様　 100,000円
●任海　ゆり　様　    20,000円
■問い合わせ　総務企画課庶務
財政班（☎42-2111内線167）

  Ｊアラート
情報伝達訓練

　地震・津波や武力攻撃などの発
生時に備え、全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いた情報伝
達訓練を行います。
■日時　３月14日（水）
　　　　午前11時頃
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線166）
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第
42
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
１
月

22
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
連
合
会
の
髙
﨑
覺
志

会
長
が
「
私
た
ち
は
健
康
、
友
愛
、

奉
仕
の
３
つ
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
９
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
が

参
加
し
、
演
出
さ
れ
る
に
ぎ
や
か

村
老
連
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

16

ズンドコ節を軽やかに踊った伊保内上老人クラブの皆さん

16

華やかに花笠音頭を踊った伊保内下老人クラブ明るく元気に麦畑を歌った伊保内下老人クラブの４人

16

な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　

二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
の
森

岩
春
雄
所
長
が
防
犯
と
交
通
安
全

に
つ
い
て
講
話
。
夜
光
反
射
材
を

着
用
す
る
こ
と
や
特
殊
詐
欺
に
気

を
付
け
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
衣
装
を
着
飾
っ

た
出
演
者
た
ち
が
、
歌
や
踊
り
を

披
露
。
趣
向
を
凝
ら
し
た
42
演
目

が
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど

元
気
な
歌
声
や
軽
や
か
な
身
の
こ

な
し
が
観
衆
を
魅
了
し
、
た
く
さ

ん
の
「
お
花
」
が
届
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
小
野
寺
ツ
キ
さ
ん
（
83

＝
長
興
寺
下
）
は
「
踊
り
を
見
る

と
元
気
を
も
ら
う
。
気
持
ち
が
明

る
く
な
り
楽
し
い
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

趣
向
凝
ら
し
た

　
元
気
な
ス
テ
ー
ジ

炭坑節を踊った喜楽会


